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春季シンポジウム“大規模気象現象の予測について”

　1・日時　昭和49年2月15日（金）10時一17時

　2．場所　気象庁

　3．司会　窪田正八

　4．話題提供者

　　　竹永一雄（気象庁予報課）

　　　廣田　勇（気象研究所予報研）

　　　吉田泰治（気象庁電子計算室）

　　　国沢清典（東京工業大学情報科学科）

　　新田　尚（気象庁電子計算室）

　5．話題の概要

　　　（国沢教授のものは欠）

　　　　わが国における予報技術の現状と問題点

　　　　　　　　　　　　　　　　　竹　永　一　雄

　1・ADPによる解析と総観天気図解析．

　近年天気図解析はADP解析に移行する過程にある

が，人手による解析の目的を，客観解析でどの程度代行

できるかについての，基礎概念は，必ずしも確立してい

ない．それぞれの解析の目的および利点と欠点を明らか

にする必要がある．解析資料としての航空機と気象衛星

観測法，スパースエリアの解析，実況のチェックと活用，

シャープな現象の解析，およびボーガスの必要性と，解

析誤差から生ずる影響などの問題点がある．

　2．地上天気図と天気分布．

　地上天気図が依然として重宝がられるのは，それなり

の理由がある．しかし気圧と前線でもって，天気構造を

忠実に表現することはでぎないし，前線に至っては著る

しい混乱がある．また気圧は天気変化に対して鈍感であ

り・低気圧の発生初期には手遅れとなる．そこで天気を

支配する大気構造と結びついている気象要素は何かを，

解析の原因に立ち返って調べる必要がある．その解析に

は天気そのものを観測している衛星とレーダーの活用が

不可欠である．

　3．総観予報と電計プログノ．

　予報会報では，まず総観解析による大気構造と，その

時間変化に基づいて，大気組織の予報パターソが述べら

れ，続いて数値予報の結果が述べられている．数値予報

の持つ客観性と定量性の長所と，総観法の持つ大気構造

の4次元的イメージアップが調和する予報方式が最も望

ましい．数値予報のいくつかの欠点，とくに下層，低緯

度の間題，ヒマラヤなどの外因，切断誤差によるおくれ
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と示度の問題，急速な発達，切離現象の表現不足など，

人手によって経験的に修正されている．その修正技術と

結果は…………．　　　　　　　　　　　‘

　4．天気へのほん訳．

　前述の結果，物理量パターンから大気組織の予報まで

は，一応すっきりした形態となって表現されるが，それ

から天気構造を予報するには，経験的（統計的）に天気

にほん訳する方法と，天気構造と関連する気象要素を組

み合せた，いわゆる二次製品を活用す方法がある．それ

らの結果は，総観スケールの天気分布図として描画さ

れ，地域予報およびポテンシャル予報のベースとなる．

将来の予想天気図は，地上天気図と天気分布図の二本立

が望ましい．

　5．天気予報のはずれ．

　各予報ステージにおける誤差と不確定要素の集積か

ら，あいまいな予想結果が生じ，経験的に，かつ確率的

にその中から結論を選択する結果になる．はずれの原因

を分析することによって，どの予報ステージの何が誤ま

ってたかが明らかとなり，開発または改良の標となる．

予報作業におけるveri6cationの不足は間題である．東

京の明日予報のはずれは，その半数が南岸沖の低気圧と

前線に原因があるといわれるが，その理由と対策は…．

　大気現象の時間空問スケールとPredictability

　　　　　　　　　　　　　廣田　勇（気象研究所）

　Predictability　（予測限界）の間題は，従来狭義には

“real　dataを用いた大循環モデルによる数値予報の限

界”として議論されてきたが，ここでは大気現象の本質

に立ちかえって基本的な考察をしてみたい．

　まず，観測事実の立場から，空間スケール別に見た大

気現象の時間スケールの間題を整理してみる．一口に時

問スケールと言ってもその定義はさまざまであり，周期

と寿命（持続時間）とは一般には一致せず，その物理的

意味も異っている．この点について多くの解析例を引い

て議論する．

　次に，各スケールの現象の成因・維持機構と，異るス

ケール問の相互作用について理論的な立場から考察を加

える．この間題は言い換えれば波動の線型・非線型特性

の解明であると同時に，それらさまざまな波動擾乱を，

地球大気大循環というひとつの熱機関の部品としてその

役割りを評価することにも相当する．
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　第三に，気象現象の予測ということの意味をあらため

て問い直してみたい．抽象的に言えば，誤差の存在を前

提にした無限大の自由度を持つ物理要素の量と質との相

互変換に関する自然哲学である．

　最後に，以上の考察を背景にして，Predictabilityの議

論の持つ二面性一すなわち観測・初期値の間題，数値

予報モデルの能力限界等の技術的側面と，地球大気自体

の特性に由来する物理的側面一を明らかにしてゆくつ

もりである．

　　　　　　　Pre戯ctabilityについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　吉　田　泰　治

　1．以下の立場で話題を提供したい．

　Predictabilityの問題は大気の不安定性や非周期運動

に起因する大気運動の本質に関わる問題である．ここで

はこの問題には直接ふれないで，現在のobjective　ana1．

forecast　mode1によってどの程度の延長予報が可能かと

いう実際上の問題と限定したい．素材としては，準ルー

チンとして行っている4層N・H　primitive　mode1の

結果を中心にしてこれらの事をのべることにする．

　2．大気のpredictabilityを研究する方法は大別して

3つの方法があると考えられる．

　（a）　emperical　method

　（b）　emperica1－dynamical　method

　（c）　dynamical　method

　話題はdymmica1（“大気”のではなく　mode1の

predictability）の範ちゅうに入る．しかし従来のような

contro1－runとerror－runとを比較してerror　growth

rateやpredictable　rangeを調べるのではなく，実際の

初期値から出発した予報結果をobservation（objective

ana1）と比べて，現在の予報モデルの実用上のpredicta－

bilityを報告したい．

　3．具体的な内容

　（a）persistent　forecastや平年値forecastのrms

error（standard　no－skill　forecast）のensemble　average

を調べる．

　（b）予報結果の集積，　（従来はmapがプリントさ

，れる以外消えてしまったものをstoreしておく，）これ

を用いてrms－error，correlationの計算，可能ならば

spectrum　analysisなどを行いたい．

　（c）　予報の廷長その他

　丁＝192位まで（現在ルーチン的にはT＝・96）延長し

た例を1例くらい格子間隔やphysical　processを変更し
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て予報がどの程度改善されるかの実験はつぎの機会にゆ

ずりたい．

　　　　　　　電子計算機と天気予報

　　　　　　　　　　　　　　　　　新　田　　尚

　天気予報のための基礎資料の作成には，今後ますます

電子計算機の使用が不可欠になると考えられる．逆にい

うと，電子計算機の能力や使用料の，現在及び近い将来

の状況によって，技術的に実行可能な計算量には自ら限

界があるはずである．

　O．電子計算機の性能の見通し

　1980年を目途に予想すると，現在，東大や気象庁で使

用しているHITAC8700／8800の5～10倍の処理能力

をもつようになるとみこまれる．

　1．気象情報の種類とその通報伝達と資料処理

　従来のsynoptic　timeを中心としたゾンデ観測網に加

うるに，　気象衛星（二面ぐらいの風と気温鉛直分布），

定高度気球（一面の風），母艦気球からのド・ップ・ゾ

ソデ，全国地上気象観測網，海上のブイといったasy・

noptic　timeの気象情報も今後多量に得られることにな

る．

　気象情報の情報量の増加につれて，通信量も増大する

から，ADESSを中心とした通信用電子計算機システム

の能力向上と通信回線のスピード・アップが必要とな

る．

　asynoptic　timeの気象資料を天気図の客観解析にとり

入れるために，4次元資料同化と4次元解析の技術の開

発が問題となる．

　2．大規模運動の予報

　predictabilityと関連するので省略．

　3．気象要素の分布と天気現象との関係

　実際に起っている天気現象を，微物理過程にいたるま

で取扱うわけではないから，大規模運動と天気過程との

関係をしっかりつかんでおく必要がある．大別して，力

学的扱い（例えば，parameterization）と統計的扱い（例

えば，総観モデル）がある．この方向は，天気分布図と

関連する．

　4．人間と電子計算機

　電子計算機は確かに強力で有能な機械であるが，その

性能を十分に活用しながら使いこなす問題，人間と機械

の対話といった問題が生じてくる．技術的側面，社会心

理的側面が考えられる．
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